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4 月号（76-04）著者プロフィール 

1. 出身地 2. 出身高校 3. 出身大学 4. 研究テーマ 5. 最近思うこと 6. 信条 

7. 最近，感銘を受けた 1 冊 8. 趣味 9. ごひいきの球団，チーム，番組 10. ホームページ 

 

●解説：伝導性単分子量子磁石を用いた分子スピントロニクスの新展開 

 

山下 正廣（やました まさひろ） 

東北大学名誉教授 

1. 佐賀県唐津市 

2. 佐賀県立唐津東高等学校 

3. 1982 年九州大学大学院理学研究科博士課程修了 

4. 多重機能性ナノ金属錯体の科学 

5. コロナ禍の世界の未来 

6. 忍耐 

7. 井上ひさし『四十一番の少年』文藝春秋 

8. 飲むこと，麻雀，カラオケ 

9. アンチ巨人，アンチ阪神 

10. https://yamashita-group.wixsite.com/yamashita-group 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

沈 勇兵（しん ゆうへい） 

東北大学大学院理学研究科助教 

1. 中国 

2. 中国江蘇省淮安高校 

3. 2019 年東北大学大学院理学研究科博士課程修了 

4. 量子磁石の開発と応用 

8. フットボール 

10. https://yamashita-group.wixsite.com/yamashita-group  

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

佐藤 鉄（さとう てつ） 

東北大学大学院理学研究科博士課程 

1. 岩手県 

2. 岩手県立盛岡第一高等学校 
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3. 2018 年東北大学大学院理学研究科修士課程修了 

4. 希土類単分子磁石など 

5. 将来のことや，電子のこと 

6. 研究は楽しくやるもの 

7. 森 博嗣『喜嶋先生の静かな世界』講談社 

8. ミステリを読むこと 

9. 楽天イーグルス？ 

10. https://web.tohoku.ac.jp/sakutai/ 

 

 

●解説：クモ糸の階層構造がはじめて再現された！ 

 

沼田 圭司（ぬまた けいじ） 

京都大学大学院工学研究科材料化学専攻高分子材料化学講座 

生体材料化学分野教授 

1. 東京 

2. 東京学芸大学附属高校 

3. 2007 年東京工業大学大学院総合理工学研究科博士課程修了 

4. アミノ酸からなる高分子の生化学合成および分解 

5. 健康 

8. 水泳 

10. http://pixy.polym.kyoto-u.ac.jp/index.html 

 

 

●解説：高圧力下で蘇る鞭毛運動 

 

八木 俊樹（やぎ としき） 

県立広島大学生物資源科学部生命環境学科教授 

1. 奈良県 

2. 大阪星光学院高校 

3. 1995 年名古屋大学大学院理学研究科博士課程修了 

4. 細胞が運動するしくみを分子レベルで理解すること 

5. どうやって時間をつくるか 

6. 努力は報われる 

8. 自然を満喫しながら歩き回ること 

10. https://www.pu-hiroshima.ac.jp/p/yagit/lab-molmach.html 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
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西山 雅祥（にしやま まさよし） 

近畿大学理工学部理学科物理学コース准教授 

1. 和歌山県 

2. 和歌山県立橋本高等学校 

3. 2001 年大阪大学大学院基礎工学研究科博士後期課程修了 

4. 高圧力を利用した生命活動の活性化 

5. 高圧力を利用して生命活動を活性化させる 

6. とりあえず，見ることからはじめる． 

7. 前間孝則『ホンダジェット：開発リーダーが語る30年の全軌跡』新潮社 

8. 2人の息子たちとキャッチボール 

10. https://www.kindai.ac.jp/science-

engineering/education/teachers/detail/02_nishiyama_masayoshi.html 

 

 

●カガクへの視点 

 

近藤 裕郷（こんどう ひろさと） 

国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所 医薬基盤研究所長 

1. 岡山県 

2. 岡山県立津山高等学校 

3. 1981 年九州大学大学院薬学研究科修士課程修了，1988 年薬学博士． 

4. 創薬の新しい方法論の開発 

6. 苦労はお金を出してでも取りに行け！ 

 

 

●研究会へようこそ！：化学フロンティア研究会 

 

小和田 俊行（こわだ としゆき） 

東北大学多元物質科学研究所助教 

1. 奈良県 

2. 奈良県立奈良高校 

3. 2010年京都大学大学院工学研究科博士後期課程修了 

4. 細胞機能解明のための蛍光プローブと化学ツールの開発 
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5. 日本各地で美味しい料理と酒を堪能したい 

6. 人生死ぬまで日々勉強 

7. 近藤 滋『波紋と螺旋とフィボナッチ』KADOKAWA 

8. ラーメン，音楽鑑賞 

9. 読売巨人軍（亀井義行） 

 

 

●新連載：健康診断でよく見る検査値の秘密 

 

南部 昭（なんぶ あきら） 

京都橘大学健康科学部臨床検査学科准教授 

1. 京都府 

2. 京都府立城南高等学校 

3. 1986 年立命館大学工学部基礎工学科卒業，1992～2000 年京都府立医科大学第一生理学教室

研究生，1999 年博士（医学，京都府立医科大学） 

4. 臨床化学検査の教育 

5. 60年生きてきて，ずいぶんと便利になったけど，失ったものも多いなと．大切なものをずい

ぶんと失ってきたように思います． 

6. 基本，正直 

7. 特にありません 

8. 散歩，地図鑑賞 

 


